
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

80,938,000 80,938,000

75,600,000 75,600,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

令和元年７月～令和元年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業を実施したことにより懸念されていた雨漏り、すが漏り、外壁の老朽化
が解消され児童生徒が安心して学べる学習環境が整備され、教育効果の向上を図
ることができたほか、地域防災計画に掲げる収容避難所としての機能も有してい
ることから、児童生徒の安全確保のみならず地域防災機能の充実を図ることがで
きた。
　なお、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した事業であること
を、学校内の掲示物や学校だよりへの掲載により、保護者・来校者等に周知を
図った。

小中学校大規模改修計画に基づき、必要に応じて改修工事を実施する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：小中学校改修）整備事業

千歳市

末広小学校（千歳市富丘２丁目６－２）
北陽小学校（千歳市北陽３丁目９－１）
千歳中学校（千歳市栄町４丁目３５）

　千歳市立末広小学校ほか２校は、学校施設の老朽化が進み、屋上防水機能の低
下や、外壁の亀裂や塗装の剥離などがあり、外壁の亀裂等による雨漏りの発生や
児童生徒の怪我の危険性があることなど、児童生徒の学習環境に悪い影響を与え
ている。
　このため、各校の改修工事を行い、児童生徒が安心して学べる環境の整備を進
めることにより、教育効果の向上を図るとともに、千歳市地域防災計画に掲げる
収容避難所としての機能も有していることから、小中学校の児童生徒の安全確保
のみならず地域防災機能の充実を図る。

末広小学校講堂屋根塗装外壁改修工事（講堂 ＲＣ造１階建）
　外壁 917㎡　屋根 966㎡
北陽小学校講堂屋上防水改修工事（講堂 ＲＣ造１階建）
　屋根 1,309㎡
千歳中学校西校舎外壁改修工事（校舎 ＲＣ造３階建）
　外壁 800㎡



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度
まで

令和元年度
令和２年度
予定

令和３年度
予定

令和４年度
予定

計

73,375,200 48,728,791 122,103,991

66,799,000 46,610,000 113,409,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本工事の実施により、駅利用者から「広場が広くなり、歩きやすくなった」、
「ロータリースペースが確保され、送迎車両が安全に停車できるようになった」な
どの評価を得られたことから、安全かつ快適な生活環境の向上が図られたと評価で
きる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを市ホームページに掲載
したほか、地区町内会へ配布する工事の周知文書へ記載したことにより、地域住民
へ交付金活用を周知した。

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

全体：広場整備工事　広場舗装・駐車場舗装　一式、照明設備　一式、測量・設計　一式
本年度実施分：広場整備工事　広場舗装・駐車場舗装　一式、照明設備　一式

全体：平成２９年度～令和元年度
本年度実施分：令和元年７月～令和２年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

交付金額

　
　長都駅前広場は、鉄道と道路の交通結節点として平成４年から９年にかけて整備
した施設であるが、整備から２０数年余りが経過し、この間、駅周辺の宅地開発等
が進められたほか、昨年のバス路線再編により東口にバス停留所が設けられたこと
など、長都駅周辺の利用状況に変化が生じている。
　また、長都駅利用者からは、東口について「広場が狭い」、「送迎用の車両の停
車スペースが無い」、「指定場所以外に駐車している車両がある」、「広場が道路
により分断されている」などの意見が寄せられており、人と車両が混在する状況と
なっている。
　さらに、東口には、待合所等の施設が整備されていないことに加え、既存のロー
タリーが狭いことから、大型バスの通行に支障を来たしている状況となっている。
　このことから、長都駅前広場東口の改修にあたり、設計段階から地域等の意見を
反映することにより、快適で安全に利用できる空間とし、地域住民の利便性の向上
と生活環境の改善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：長都駅前広場）整備事業

千歳市

長都駅前広場（千歳市長都駅前３丁目）

円 円 円円 円 円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事 業 費 4,763,000 4,763,000

交付金額 4,554,000 4,554,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

事　業　評　価　書

　千歳飛行場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：学校給食栄養
　管理システム更新事業）

　千歳市

　千歳市学校給食センター（千歳市流通３丁目１番１１日号）

　学校給食は、児童生徒の健全な発達と食に関する指導を効果的に進めるための教
材として提供するものであり、献立の作成には学校給食栄養管理システムを使用し
ているが、現在のシステムは、市内全ての小中学校の児童生徒に食材の内容を伝え
る献立表や食物アレルギーのある児童生徒に対する詳細な成分表を作成することが
できない。
　本事業において新たなシステムを整備し、使用する食材を「食べ物の３つの働
き」にあわせた、３つの食品のグループに分けて記載した予定献立表や詳細な成分
表が自動で作成されることにより、児童生徒に対して適切な情報提供を行い、安全
で安心な学校給食の提供と学校給食を活用した食育の推進を図ることを目標とす
る。

　学校給食栄養管理システムの更新

　令和元年９月～令和２年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【補助事業の成果及び評価】
　新たな学校給食栄養管理システムの整備により、児童生徒に対して適切な情報提
供を行い、安全で安心な学校給食の提供と学校給食を活用した食育の推進を図るた
めに必要な環境の充実が図られた。
　各小中学校における食の指導を担う栄養教諭からは、新たな「給食だより」の発
行により各学級及び家庭等における食育の推進に活用できるとの評価を受けてい
る。

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業を特定防衛施設周辺整備調整交付金事業として実施したことについて、学
校給食センターの見学ホールにポスターを貼付し周知を行った。また、千歳市ホー
ムページの「学校給食」のページに掲載し周知を行った。

　児童生徒に対して安全で安心な学校給食を提供し、学校給食を活用した食育の推
進を図るために必要な環境のさらなる充実を図るため、今後も計画的に事業を実施
する。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事 業 費 131,328,000 125,092,000 256,420,000

交付金額 126,373,000 125,000,000 251,373,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：小中学校コンピュータ教室用コン
ピュータ等）整備事業

千歳市

千歳市立信濃小学校（千歳市信濃２丁目３４番１２号）
千歳市立高台小学校（千歳市富丘１丁目１９番４号）
千歳市立祝梅小学校（千歳市梅ヶ丘３丁目２番１号）
千歳市立桜木小学校（千歳市自由ヶ丘７丁目１番１号）
千歳市立向陽台小学校（千歳市若草５丁目１番地）
千歳市立北陽小学校（千歳市北陽３丁目９番１号）
千歳市立泉沢小学校（千歳市柏陽２丁目９番地）
千歳市立富丘中学校（千歳市あずさ１丁目２番１号）
千歳市立北斗中学校（千歳市立北斗５丁目１番１号）
千歳市立向陽台中学校（千歳市若草５丁目５番地）

　小中学校において、児童生徒の情報活用能力の育成、コンピュータや情報通信
ネットワークなどの情報手段の活用、コンピュータ等を適切に活用した学習活動
の充実を図るため、コンピュータ教室を整備している。現在のコンピュータは、
平成２３年度から３か年で整備したものであり、整備から５～７年が経過する。
　本事業において、機器の更新整備を行うことにより、老朽化に伴う故障や不具
合等の支障なく、安定的に教育環境を維持し、学習活動の充実を図ることを目標
とする。

コンピュータ機器購入一式

全　体：平成３０年度～令和元年度
本年度：令和元年８月～令和２年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　機器の更新整備により、児童生徒の安定的な教育環境の維持及び情報機器を活
用した学習活動の充実が図られた。学校教員からは、不具合等の支障なく、円滑
に授業を行うことができるようになったとの高評価を得た。
　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で行ったことを本体に表記するととも
に、学校施設の掲示板にポスターを貼付した。
　また、教育委員会広報誌で周知を行った。

老朽化に伴う故障や不具合等の支障なく、安定的に教育環境を維持し、学習活動
の充実を図るため、今後も計画的に事業を実施する。

無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

2,504,304 2,504,304

2,361,000 2,361,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域 住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

　千歳公民館は、昭和４６年に開館し、建設から４０年以上が経過している。備
品である会議用テーブルは平成２９年度に６０台更新したが、残りは平成２年以
前に購入したものであることから、経年劣化により、天板が剥がれや凹凸がある
ため使用に支障をきたしている。
　このため、机を更新し、施設利用者が施設を快適に利用することが可能な環境
を整備し、市民活動の更なる推進を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：千歳公民館備品購入）整備事業

千歳市

千歳公民館（千歳市真町１７６番地３）

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

千歳公民館備品購入

令和元年８月　～　令和元年９月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施後、施設管理者から本事業が実施されたことによって、使用時のみ
ならず、会場設営時の安全が確保され、施設を快適に利用することが可能な環境
が整備されたと評価を得た。
　また、本事業が防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を施設掲示ポスター
貼付により地域住民への周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

14,443,000 14,443,000

13,856,000 13,856,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

遊具等の更新

令和元年９月～令和元年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、老朽化していた遊具の更新を行うことで地域住民の生活環境
の向上が図られ、大変喜ばれている。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施するこ
とができ、円滑に工事を完了することができた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金である旨を市のホームペー
ジ、工事のお知らせのチラシ、遊具への表示等で地域住民への周知を行った。

　本事業において改修する富士２号公園は、整備後約３０年が経過し老朽化が著
しいため、公園としての利便性の向上、住民の生活環境の向上を図り、安全かつ
快適に使用するため改善を要する状況にある。
　このため、公園の改修工事を実施し、地域住民が安全かつ快適に利用できる環
境を整え、また、今後も安定的に利用できるよう措置することで、生活環境の改
善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設
（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：富士２号公園）整備事業

千歳市

富士２号公園（千歳市富士４丁目）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

 平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

70,928,000 70,928,000

68,500,000 68,500,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施

無

道路改良舗装工事　L=388.96ｍ　W=6.0ｍ

 令和元年９月～令和２年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

交付金額

　本工事の実施により、地域住民から「路面の陥没等が無くなり、車の走行がしや
すくなり快適に運転できる」などの評価を得られたことから車両通行時の円滑化と
安全性を確保でき、生活環境の改善を図れたと評価できる。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業であることを、市ホーム
ページ（工事のお知らせ）への掲載、各地区町内会へ配布する工事のお知らせ文書
へ記載したことにより、事業について市民へ周知することができた。

　本事業により整備する生活道路の状況は、整備後３０余年が経過し、路面の亀裂
及び陥没による破損が著しく市民の安全確保に支障をきたしている状況にある。
　このため、当該道路を改良・舗装することで車両通行時の円滑化と安全性を確保
し、同地区の生活環境の改善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：市内道路改良舗装その２）整備事業

千歳市

千歳市新富

円 円 円円 円 円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

 平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

118,345,933 39,908,000 158,253,933

108,900,000 36,600,000 145,500,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

全体：歩道改良舗装工事　L=510ｍ　W=6.0ｍ、バスシェルター　１基、測量・設計　一式
本年度実施分：歩道改良舗装工事　L=135.1ｍ　W=6.0ｍ

全　　　　体：平成２７年～令和２年
本年度実施分：令和元年９月～令和２年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

交付金額

　本工事の実施により、地域住民から「段差や傾斜がなくなり、歩きやすくなっ
た」、「舗装が平たんになったほか、景観も良くなった」などの評価を得られたこ
とから、安全かつ快適な生活環境の向上が図られたと評価できる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを市ホームページに掲載
したほか、地区町内会へ配布する工事の周知文書へ記載したことにより、地域住民
へ交付金活用を周知した。

　千歳市では、 千歳駅周辺交通バリアフリ一基本構想を策定し、駅から半径１㎞
の徒歩圏における公共施設に通じる特定経路について計画的に歩道の段差・傾斜・
幻配の解消、視覚障がい者誘導ブロック等の整備を進めており、 当該構想に基づ
く特定経路である本路線を整備することにより、 高齢者や障がい者はもとより、
住民の安全かつ円滑な生活環境の向上を図ることを目的としている。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：仲の橋通改良舗装）整備事業

千歳市

千歳市東雲町、清水町、幸町、千代田町

円 円 円円 円 円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

 平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

17,171,000 17,171,000

17,000,000 17,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本事業により整備する生活道路の状況は、整備後３０余年が経過し、路面の亀裂
及び陥没による破損が著しく市民の安全確保に支障をきたしている状況にある。
　このため、当該道路を改良・舗装することで車両通行時の円滑化と安全性を確保
し、同地区の生活環境の改善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：市内道路改良舗装その３）整備事業

千歳市

千歳市新富

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

道路改良舗装工事　L=92.42ｍ　W=6.0ｍ

令和元年９月～令和２年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

交付金額

　本工事の実施により、地域住民から「道路の亀裂等が無くなったことで、歩行し
やすくなり見た目もよくなった」などの評価を得られたことから市民の安全を確保
でき、生活環境の改善を図れたと評価できる。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業であることを、市ホーム
ページ（工事のお知らせ）への掲載、各地区町内会へ配布する工事のお知らせ文書
へ記載したことにより、事業について市民へ周知することができた。

円 円 円円 円 円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

2,627,900 2,627,900

2,365,000 2,365,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域 住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

令和元年９月　～　令和元年１０月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　機器更新後の現地試験結果から、インターホン設備の安定的な使用が可能な環
境が確保されていることが確認されたことから、本事業実施により、利用者が安
全かつ安心して総合福祉センターを利用できるようになり、市民の健康増進及び
地域の交流に資する環境が整備されたと評価できる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、市のホームページ
や施設内に掲載し、地域住民への周知を行った。

　今後とも施設の快適性及び安全性の向上、並びに適正な維持管理に努め、計画
的に事業を実施する。

既存インターホン設備の更新（身障者用駐車場１か所、トイレ１２か所）

事 業 評 価 書

千歳飛行場関連特定事業（福祉に関する事業：総合福祉センターインターホン設
備修繕）

千歳市

総合福祉センター（千歳市東雲町２丁目３４番地）

　本施設は、総合福祉センター、心身障がい児通園施設、コミュニティセンター
等の機能を有する複合施設であり、年間９万人程度の利用があることから、安定
的な施設運営が求められている。
　各階トイレ及び身障者用駐車場に設置しているインターホン設備は、一部に接
触不良等の不具合が生じているため、気分が悪くなった利用者や手助けを必要と
する車いす使用者等に気づかない、又は、対応が遅れるといった事態を招く恐れ
があることから、当該設備を修繕することにより、さらなる不具合や致命的な故
障の発生を未然に防ぎ、利用者が安全かつ安心して総合福祉センターを利用でき
るよう改善を図る。
　これにより、安定的な施設運営を確保するとともに、市民の健康増進及び地域
の交流に資する環境を整備する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

15,191,000 15,191,000

14,828,000 14,828,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域 住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

遊具等の更新

令和　元　年　９　月～令和　２　年　１　月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、老朽化していた遊具の更新を行うことで地域住民の生活環境
の向上が図られ、大変喜ばれている。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施するこ
とができ、円滑に工事を完了することができた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金である旨を市のホームペー
ジ、工事のお知らせのチラシ、遊具への表示等で地域住民へ周知を図った。

　本事業において改修する自由ヶ丘公園は、整備後約３５年が経過し老朽化が著
しいため、公園としての利便性の向上、住民の生活環境の向上を図り、安全かつ
快適に使用するため改善を要する状況にある。
　このため、公園の改修工事を実施し、地区住民が安全かつ快適に利用できる環
境を整え、また、今後も安定的に利用できるよう措置することで、生活環境の改
善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設
（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：自由ヶ丘公園）整備事業

千歳市

自由ヶ丘公園(千歳市自由ヶ丘４丁目)



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度 令和２年度
予定

令和３年度
予定

令和４年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

10,384,000 10,384,000

9,718,000 9,718,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域 住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

　本事業において改修する青葉公園照明灯は、整備後約２０年が経過しており、
老朽化が著しい照明が多く、毎年実施している点検調査結果により、更新が必要
との判定を受けている。公園としての利用性の向上、住民の生活環境の向上を図
り、安全かつ快適に使用するため改善を要する状況にある。
　このため、公園の改修工事を実施し、地区住民が安全かつ快適に使用できる環
境を整え、また、今後も安定的に使用できるよう措置することで、生活環境の改
善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：青葉
公園照明灯）整備事業

千歳市

青葉公園(千歳市真町)

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

照明灯の更新

令和元年１０月～令和２年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、老朽化していた照明の更新を行うことで地域住民の生活環境
の向上が図られ、大変喜ばれている。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施するこ
とができ、円滑に工事を完了することができた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を市のホーム
ページへ掲載、照明への表示等で地域住民への周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事 業 費 5,445,000 5,445,000

交付金額 5,000,000 5,000,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：小学校ピアノ）整備事業

千歳市

千歳市立祝梅小学校（千歳市梅ヶ丘３丁目２番１号）
千歳市立桜木小学校（千歳市自由ヶ丘７丁目１番１号）
千歳市立向陽台小学校（千歳市若草５丁目１番地）

　千歳市では、市内小中学校に各校２～３台のピアノを配備し、音楽科の学習及
び式典や学校行事での伴奏等で使用している。ピアノの美しい音色の保持と状態
の管理のため、年１～２回、点検と調律を行っているが、対象校のピアノは、経
年劣化による内部損傷が進行し、調律をしてもすぐに音が狂ってしまうとの報告
を受けている。
　成長過程の多感な児童期において、音楽に対する感性を育てるとともに、音楽
活動の基礎的な能力を培い、豊かな情操を養うためには、正確な音階・音程を聴
き、奏でることが重要であることから、教育環境の適切な維持のため、更新整備
を行う。

ピアノほか購入　一式

令和元年１０月～令和２年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　ピアノの更新整備により、児童生徒の安定的な教育環境の維持及びピアノを活
用した学習活動の充実が図られた。学校教員からは、更新前に比べ、音の響きや
音程が改善されたとの高評価を得た。
　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で行ったことを本体に表記するととも
に、学校施設の掲示板にポスターを貼付した。

　老朽化に伴う不具合等の支障なく、安定的に教育環境を維持し、学習活動の充
実を図るため、今後も計画的に事業を実施する。

無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

9,746,000 9,746,000

9,457,000 9,457,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域 住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

遊具等の更新

令和　元　年　１０　月～令和　２　年　１　月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、老朽化していた遊具の更新を行うことで地域住民の生活環境
の向上が図られ、大変喜ばれている。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施するこ
とができ、円滑に工事を完了することができた。
　また、本事業が、特定防衛施設周辺整備調整委交付金である旨を市のホーム
ページ、工事のお知らせのチラシ、遊具への表示等で地域住民への周知を図っ
た。

　本事業において改修する北斗３号公園は、整備後約２５年が経過し老朽化が著
しいため、公園としての利便性の向上、住民の生活環境の向上を図り、安全かつ
快適に使用するため改善を要する状況にある。
　このため、公園の改修工事を実施し、地域住民が安全かつ快適に利用できる環
境を整え、また、今後も安定的に利用できるよう措置することで、生活環境の改
善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設
（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：北斗３号公園）整備事業

千歳市

北斗３号公園（千歳市北斗３丁目）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

 平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

22,385,000 22,385,000

22,125,000 22,125,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

道路改良舗装工事　L=118.80ｍ　W=6.0ｍ

令和元年９月～令和２年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

交付金額

　本工事の実施により、地域住民から「路面の亀裂等が無くなり、車で走行中にハ
ンドルをとられることがなくなり、安全になった」などの評価を得られたことから
車両運転時の円滑化を安全性を確保でき、生活環境の改善を図れたと評価できる。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業であることを、市ホーム
ページ（工事のお知らせ）への掲載、各地区町内会へ配布する工事のお知らせ文書
へ記載したことにより、事業について市民へ周知することができた。

　本事業により整備する生活道路の状況は、整備後３０余年が経過し、路面の亀裂
及び陥没による破損が著しく市民の安全確保に支障をきたしている状況にある。
　このため、当該道路を改良・舗装することで車両通行時の円滑化と安全性を確保
し、同地区の生活環境の改善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：市内道路改良舗装その４）整備事業

千歳市

千歳市北斗

円 円 円円 円 円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

5,346,000 5,346,000

4,950,000 4,950,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

　今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

　無

防球フェンス設置

令和元年１０月　～　令和２年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、防球フェンス設置の効果確認を行ったところ、ボールの飛
び出しに対して効果が確認されたことから、今後の施設運営に必要な環境が整備
された。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施したことについ
て、市ホームページ掲載、施設掲示ポスター貼付により、地域住民へ周知を行っ
た。

　本施設は、主にサッカー少年団の練習や試合で使用しており、年間２万人を超
える利用がある。昭和６１年の開設から３３年が経過し、住宅側や市道側には
フェンスが設置されているが、駐車場側にはフェンスが設置されておらず、駐車
中や通行中の車両にボールが衝突し、利用者がスポーツ活動をするうえで支障を
きたしている状況であり、本施設を利用する市民から改善要望が寄せられている
ところである。

　このため、改修工事を実施し、市民の安全なスポーツ活動に資する環境を整備
する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：青空
公園サッカー場改修）整備事業

千歳市

青空公園サッカー場（千歳市あずさ１丁目１０９６番地）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

2,834,700 2,834,700

2,800,000 2,800,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら、事業を実施する。

無

芝生管理用機械の購入

令和元年１０月～令和元年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、導入された機械の動作確認を行ったところ、円滑な使用が
確認されたことから今後の施設運営に必要な環境が整備された。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した事業であること
を、市ホームページ掲載、施設掲示ポスター貼付により周知を行った。

　各天然芝のスポーツ施設は、経年使用により芝生床土が踏み固められ、床土内
の通気が不良になっていることから、芝生の生育が衰えることを防止するため
に、床土に穴を開けて、芝生を活性化させることが必要不可欠である。
　
　現在、青葉公園サッカー場のほか、臨空公園サッカー場やラグビー場、市民球
場、陸上競技場の芝生を管理するために、平成２０年に購入した芝生管理用機械
（エアレーション機械）を使用しているが、既存のエアレーション機械では、固
結や裸地化した芝生床土に穴を開けることができず、適時適切な維持管理が困難
であり、また、１台しかないことから、作業時間が追い付かないため、利用者へ
の影響が生じている。

　このため、機器を新たに購入し、市民の安全、快適なスポーツ活動に資する環
境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：屋外
体育施設備品購入）整備事業

千歳市

【保管場所】市民球場（千歳市泉沢８６８番地の２２）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

18,084,000 18,084,000

17,290,000 17,290,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

 本事業において改修する北斗２号公園は、整備後約３５年が経過し老朽化が著
しいため、公園としての利便性の向上、住民の生活環境の向上を図り、安全かつ
快適に使用するため改善を要する状況にある。
 このため、公園の改修工事を実施し、地区住民が安全かつ快適に利用できる環
境を整え、また、今後も安定的に利用できるよう措置することで、生活環境の改
善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：北斗
２号公園）整備事業

千歳市

北斗２号公園（千歳市北斗２丁目）

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

遊具等の更新

令和元年１０月～令和２年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、老朽化していた遊具の更新を行うことで地域住民の生活環境
の向上が図られ、大変喜ばれている。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施するこ
とができ、円滑に工事を完了することができた。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を市のホームページ、遊
具への表示等を行い、地域住民への周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事 業 費 7,458,000 7,458,000

交付金額 7,070,000 7,070,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

事　業　評　価　書

　無

　令和元年１０月～令和２年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【補助事業の成果及び評価】
　牛乳保冷庫及びモービルシンクの整備により、児童生徒に安全で安心な学校給食を
提供するために必要な衛生管理の向上が図られた。
　牛乳保冷庫の整備について、配膳時の温度管理表の記録により適正な温度管理がさ
れていることを確認しており、児童からは牛乳の温度が適温になったとの評価を受け
ている。また、モービルシンクの整備について、給食センター調理員からは学校にお
いて嘔吐等の事案が発生した場合に安全な対応ができるとの評価を受けている。
【地域住民への周知の実施状況】
　本事業を特定防衛施設周辺整備調整交付金事業として実施したことについて、各校
の牛乳保冷庫本体に表記するとともに、牛乳保冷庫及びモービルシンクの整備につい
て、学校給食センターの見学ホールにポスターを貼付し周知を行った。

　児童生徒に対して安全で安心な学校給食を安定的に提供するため、今後も計画的に
事業を実施する。

　牛乳保冷庫　　　12台
　モービルシンク　２台

　千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：学校給食用設備）整備事業

　千歳市

　千歳小学校（千歳市本町３丁目４番地の１）
　北栄小学校（千歳市北栄１丁目１０番２号）
　末広小学校（千歳市富丘２丁目６番２号）
　緑小学校（千歳市緑町４丁目４番１号）
　千歳第二小学校（千歳市清流１丁目４番１号）
　日の出小学校（千歳市日の出２丁目３番２０号）
　信濃小学校（千歳市信濃２丁目３４番１２号）
　高台小学校（千歳市富丘１丁目１９番４号）
　祝梅小学校（千歳市梅ヶ丘３丁目２番１号）
　桜木小学校（千歳市自由ヶ丘７丁目１番１号）
　向陽台小学校（千歳市若草５丁目１番地）
　泉沢小学校（千歳市柏陽２丁目９番地）
　千歳市学校給食センター（千歳市流通３丁目１番１１号）

　学校給食で提供する牛乳は、文部科学省が定める学校給食衛生管理基準に、専用の
保冷庫などにより１０℃以下で保存することが示されているが、現在は各学校に配送
された牛乳が配膳室で常温保管されている状況である。
　また、学校で感染症等による嘔吐等の事案が発生した場合、食器類を介した感染症
の拡大を防止する必要があるが、現在は他の食器類と同じ洗浄機を使用して洗浄を
行っており、感染症が拡大するリスクを抱えている状況である。
　本事業において、牛乳保冷庫を整備し、児童生徒に対して適切な温度で牛乳を提供
すること、及び、衛生設備としてモービルシンクを整備し、汚染された食器類を他の
食器類と完全に分離して洗浄・消毒を行い感染症の拡大を防止することにより、安全
で安心な学校給食の提供に必要な衛生管理の向上を図ることを目標とする。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

5,390,000 5,390,000

4,950,000 4,950,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

　千歳市民文化センターは、昭和５９年に開館し、建設から３０年以上が経過し
ている。耐用年数が経過した舞台の吊物ワイヤーについて、整備計画と定期点検
の結果に基づいて早期に交換修繕を行うことにより、市民が安全に安心して利用
できる環境の整備を図る。

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

千歳市民文化センター吊物ワイヤー等交換修繕

令和元年１０月　～　令和２年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、吊物ワイヤー等の舞台設備に関して予防保全に基づく早期
の交換修繕を行うことができ、利用者が安全かつ安心に利用できる環境が整備さ
れた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を、施設内掲示
版に掲示、施設ホームページ及び文化センターだより５月号に掲載し、市民への
周知を図った。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：千歳市民文化
センター吊物ワイヤー等交換修繕）

千歳市

千歳市民文化センター（千歳市北栄２丁目２番１１号）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

3,190,000 3,190,000

2,900,000 2,900,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

千歳市民文化センター整備事業

令和元年１０月　～　令和元年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、施設管理者から、外壁修繕が実施されたことにより、利用
者等通行人の安全性が確保され、ＣＡＶ交換修繕が実施されたことにより、中央
監視装置の操作により風量の調整が可能となり、快適に施設利用ができるように
なったと評価を得た。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を施設内掲示板
へのお知らせ掲示、施設ホームページ及び文化センターだより５月号に掲載し、
市民への周知を図った。

　千歳市民文化センターは、昭和５９年に開館し、建設から３０年以上が経過し
ている。
　外壁は平成２９年度に実施した特殊建築物定期点検において、タイルの浮きや
剥離等に係る劣化調査を実施した結果、落下の危険性があることについて指摘が
あり、施設利用者や一般歩行者等への安全性が損なわれている。
　また、多目的室及び調理教室のＣＡＶ（定風量装置）は開館以来更新されてお
らず、経年劣化により、内部の羽が動作せず、風量調整のほか、適切な温度管理
ができなくなっている。
　そのため、本事業により、施設利用者等が快適に利用できる環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：千歳市民文化
センター整備事業）

千歳市

千歳市民文化センター（千歳市北栄２丁目２番１１号）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

13,516,800 13,516,800

12,569,000 12,569,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域 住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

　本施設の火葬炉等については、経年劣化により各所に破損等が生じており火葬
に支障をきたしている状況である。また、本施設の設備についても、経年劣化に
よる不具合が発生している。
このため、火葬炉の修繕を実施し、火葬炉や付属する機械設備の機能を維持する
とともに、業務への支障を防ぐため本施設の設備についても更新を行うことで、
市民の安定的な利用に資する環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（環境衛生に関する事業：葬斎場修繕）

千歳市

千歳市葬斎場（千歳市根志越１３６５番地の甲）

　今後も施設の定期的な点検整備、改修等を行い、適正な維持管理・運営に努め
る。

無

火葬炉ほか修繕　一式

令和元年１１月～令和２年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　火葬炉の耐火物等の修繕により、耐火性能とともに燃焼効率が向上し、安定的
な火葬の遂行が図られた。また、推奨交換年数を大幅に経過していた多目的トイ
レ自動ドア及び非常用放送設備の更新により、故障等による業務への支障を予防
でき、市民の安定的な利用に資する環境の整備が図られた。
　本葬斎場の修繕が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨
を、市のホームページ及び葬斎場の入り口ホールに掲示し、地域住民への周知を
図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

9,372,000 9,372,000

7,672,000 7,672,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

公衆便所の改修

令和元年１１月～令和２年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、老朽化していたトイレの改修を行うことで地域住民の生活環
境の向上が図られ、大変喜ばれている。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施するこ
とができ、円滑に工事を完了することができた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金である旨を市のホームペー
ジ、トイレへの表示等で地域住民への周知を図った。

　本事業において改修する青葉公園トイレは、整備後約４０年が経過し老朽化が
著しいため、公園としての利便性の向上、住民の生活環境の向上を図り、安全か
つ快適に使用するため改善を要する状況にある。
　このため、トイレの改修工事を実施し、地区住民が安全かつ快適に利用できる
環境を整え、また、今後も安定的に利用できるよう措置することで、生活環境の
改善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：青葉
公園トイレ）整備事業

千歳市

青葉公園(千歳市真町２１９６番、泉沢８６８番)



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

4,290,000 4,290,000

3,100,000 3,100,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

空調自動制御機器交換修繕　一式

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：千歳市民文化
センター空調自動制御機器交換修繕）

千歳市

千歳市民文化センター（千歳市北栄２丁目２番１１号）

　千歳市民文化センターは、昭和５９年に開館し、建設から３０年以上が経過し
ている。空調の温度や湿度、風量を自動で調節する自動制御機器については耐用
年数が経過しており、整備計画と定期点検の結果に基づいて早期に交換修繕を行
うことにより、館内温度や湿度を適正に保ち、施設利用者が快適に利用できる環
境の整備を図る。

無

令和元年１０月　～　令和２年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　自動制御機器については、経年劣化により動作不良や検出誤差が生じている機
器があり、館内の温度や湿度を適正に保てなくなっていたが、本修繕が実施され
たことにより、安定した適正な温度管理が可能となり、施設管理者から室内環境
が改善し利用者が快適に利用できる環境が整備されたとの報告を得た。
　また、本事業が特定防衛施設周辺調整交付金により実施したことについて、施
設のホームページ掲載、施設掲示ポスター貼付、文化センターだよりに掲載し、
市民への周知を図った。

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

3,843,400 3,843,400

3,406,000 3,406,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域 住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

千歳市民文化センター及び千歳市立図書館の備品購入

無

令和元年１０月　～　令和２年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　閲覧室用椅子を購入したことにより、市立図書館の利用者から「背もたれの
『がたつき』が無く、快適に本を読める」「前の椅子は汚れていたが、きれいに
なった」、会議用テーブル外の購入により、市民文化センター利用者から「テー
ブルを折りたたむ際に倒す心配がなく、安心して使える」「スタッキングチェア
は以前の椅子に比べ軽くて扱いやすい」との声があった。
　また、当該施設にポスターを掲示したほか、購入した備品に特定防衛施設周辺
整備調整交付金事業である旨のシールを貼付け、地域住民への周知を図った。

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：千歳市立図書館外備品購入）整備事
業

千歳市

千歳市民文化センター（千歳市北栄２丁目２番１１号）
千歳市立図書館　　　（千歳市真町２１９６番地の１）

　千歳市立図書館の木製閲覧椅子は昭和６３年の開館から３１年間使用してお
り、経年劣化による傷みや背もたれの「がたつき」が生じているが、当該椅子は
既に廃盤となっているため、交換部品の供給が無く修理は不可能な状況である。
　また、千歳市民文化センターの会議用テーブルと椅子は、それぞれ２８３台、
８６７脚配置されているが、平成２９年に会議用テーブル２８台、椅子８０脚及
び椅子用台車４台を更新したほかは、平成２年以前に購入したものを使用してお
り、未更新のものについては、天板の損傷、陥没、開閉不良、椅子の座面脱落及
び破れなどの経年劣化が進行している状況である。
　このため、本事業において備品を更新し、利用者が快適かつ安全に施設を利用
できるよう環境を整備する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

12,026,960 23,296,000 35,322,960

12,000,000 21,988,000 33,988,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

ハイブリッド発電機、投光器、ドラムリール　一式

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（防災に関する事業：避難所非常用発電機等整備事業）

千歳市

千歳小学校（千歳市本町３丁目４－１１）ほか１５施設

　平成３０年の北海道胆振東部地震での停電により、避難所での電源及び屋内照
明の確保の重要性が明らかになった。既設の発電機のみでは避難所に十分な電力
を供給できないこと、また燃料確保が課題になったことから、新たにハイブリッ
ド式発電機、投光器、ドラムリールを各指定避難所及び福祉避難所へ配備する。
　本事業を実施することにより、災害対策の充実を図る。

無

全　体：令和元年度～令和２年度
本年度：令和元年１１月～令和２年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　配備した避難所への聞き取りにより、災害対策の充実が図られたことを確認し
た。
　また、地域住民への周知については、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で
ある旨を備品本体へシールを貼付し、市ホームページへ備品の配備状況等につい
て掲載、「千歳学出前講座」において周知を図った。

今後も随時見直しを行いながら、計画的に事業を実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

8,058,600 8,058,600

7,196,000 7,196,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

写真判定装置一式の購入

令和元年１１月　～　令和２年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、導入された機器の動作確認を行ったところ、円滑な使用が
確認されたことから、今後の施設運営に必要な環境が整備された。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による旨を市ホームページ掲
載、施設掲示ポスター貼付により周知を図った。

　青葉陸上競技場は、第３種公認の競技場として多くの大会や合宿に利用されて
おり、管内でも有数の陸上競技場となっている。
　現在、使用している写真判定装置は、トラック競技に欠かせないものであり、
また、第３種公認陸上競技場の必備器具となっているが、購入後１１年が経過
し、経年劣化により不具合が生じているため、大会の運営等に支障をきたしてい
る状況である。

　このため、機器を新たに購入し、市民の快適なスポーツ活動に資する環境を整
備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：青葉
陸上競技場備品購入）整備事業

千歳市

青葉陸上競技場（千歳市真町１７６番地の１）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

25,982,000 25,982,000

25,360,000 25,360,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

管理施設および休憩施設等の更新

令和元年１１月～令和２年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、老朽化していた施設の更新を行うことで地域住民の生活環境
の向上が図られ、大変喜ばれている。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施するこ
とができ、円滑に工事を完了することができた。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を市のホームページ、遊
具への表示等を行い、地域住民への周知を図った。

　本事業において改修する青葉公園は、整備後かなりの年数が経過し、各種施設
の老朽化が著しいため、公園としての利便性の向上、住民の生活環境の向上を図
り、安全かつ快適に使用するため改善を要する状況にある。
　このため、青葉公園内の休憩施設等の更新を実施し、地域住民が安全かつ快適
に利用できる環境を整え、また、今後も安定的に利用できるよう措置すること
で、生活環境の改善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：青葉
公園）整備事業

千歳市

青葉公園(千歳市真町２１９６番、泉沢８６８番)



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

10,670,000 10,670,000

9,642,000 9,642,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

上屋シート購入　一式
真空式温水機更新　一式

令和元年１２月　～　令和２年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、導入されたボイラーの動作確認を行ったところ、円滑な使
用が確認された。また、上屋シートを更新したことから、開設中に破損する恐れ
がなくなり、今後の施設運営に必要な環境が整備された。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施したことについ
て、市ホームページ掲載、施設掲示ポスター貼付により、地域住民へ周知を行っ
た。

　向陽台水泳プールと北斗水泳プールは、市内の小学校、中学校の授業で利用さ
れるほか、一般開放でも利用されている施設である。
　向陽台水泳プールの上屋シートは設置から１３年が経過しており、経年劣化に
よる破損等の補修を実施しているものの、学校授業や一般開放にあたり室温及び
水温の確保に支障を来している状況である。
　また、北斗水泳プールの真空式温水機は設置から２３年が経過しており、メー
カー推奨更新期間である１０～１５年を大きく超えている。毎年整備点検等を実
施しているものの、本体部分は溶接等による修繕や部品としての交換ができない
ことから、修理による装置維持は困難な状況にある。
　このため、これらのプール設備を更新し、市民の安全、快適なスポーツ活動に
資する環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：市
営・学校プール設備更新）整備事業

千歳市

向陽台水泳プール（千歳市若草５丁目３番２）
北斗水泳プール（千歳市北斗５丁目７９１番３）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度 令和２年度
予定

令和３年度
予定

令和４年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

18,161,000 18,161,000

17,556,000 17,556,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

遊具等の更新

令和元年１２月～令和２年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、老朽化していた遊具の更新を行うことで地域住民の生活環境
の向上が図られ、大変喜ばれている。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施するこ
とができ、円滑に工事を完了することができた。
　また、補助事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施したことについ
て、地域住民への周知は、市のホームページ、遊具への表示等で行っている。

　本事業において改修する春日２号公園は、整備後３０年以上が経過し老朽化が
著しいため、公園としての利便性の向上、住民の生活環境の向上を図り、安全か
つ快適に使用するため改善を要する状況にある。
　このため、公園の改修工事を実施し、地区住民が安全かつ快適に利用できる環
境を整え、また、今後も安定的に利用できるよう措置することで、生活環境の改
善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：春日
２号公園）整備事業

千歳市

春日２号公園(千歳市春日５丁目)



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度
まで

令和元年度
令和２年度
予定

令和３年度
予定

令和４年度
予定

計

74,455,400 15,356,000 89,811,400

69,600,000 14,620,000 84,220,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：市内街路灯更新）整備事業
千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：市内街路灯更新その２）整備事業

千歳市

千歳市　本町、泉沢、豊里
　　　　上長都、花園、泉沢、住吉

全　　　　体：街路灯更新　116基
本年度実施分：街路灯更新　15基

全　　　　体：平成２８年度～令和元年度
本年度実施分：令和元年１０月～令和２年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

交付金額

　当該街路灯は、市内の幹線道路、生活道路に設置している街路灯であり、車両及
び道路利用者の安心安全に寄与しているところである。しかし、街路灯設置後２０
年以上が経過し、灯具の腐食が著しく更新を要する状況にある。
　更新工事の実施により、損傷が激しい街路灯の倒壊を防ぎ、生活環境の改善を図
る。

　本工事の実施により、地区住民から「綺麗になり気持ちよく歩けるようになっ
た」「倒壊の心配がなくなり安心した」などの評価を得ることができたため、安全
かつ快適な生活環境を整えたと評価できる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、市ホームページに掲
載したほか、地区町内会へ配布する工事のお知らせチラシへの記載、更新した街路
灯本体に表示したことにより地域住民へ周知を図った。

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施

無

円 円 円円 円 円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

11,580,800 11,580,800

9,736,000 9,736,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

スポーツ施設備品整備

令和２年１月　～　令和２年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、導入されたスポーツ施設備品の更新で、円滑な使用が確認
されたことから今後の施設運営に必要な環境が整備された。
　また、本事業を特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施したことについ
て、市ホームページ掲載、施設掲示ポスター貼付により、地域住民へ周知を行っ
た。

　経過年数による老朽化、利用頻度の激しく破損したスポーツ施設の備品・器具
等を整備し、市民がより安全快適にスポーツを楽しめるよう改善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：ス
ポーツ施設備品購入）整備事業

千歳市

青葉水泳プール（千歳市真町１７６番の３）
スポーツセンター（千歳市真町１７６番の２）
開基記念総合武道館（千歳市あずさ１丁目３番１号）
温水プール（千歳市流通３丁目１番地の７）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成30年度 令和元年度
令和２年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

18,491,000 18,491,000

17,082,000 17,082,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

令和元年８月　～　令和２年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、懸念していたエレベーターの事故や故障を未然に防ぐこと
ができ、安全性の確保と今後のホール利用に必要な環境が整備された。
　また、整備後半年を経過した令和２年９月の定期点検において、点検項目は全
て正常な結果で不具合は発生しておらず、安定的な運用を確認している。
　なお、本事業を特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施したことについ
て、施設内掲示板、エレベーターかご内へのお知らせ掲示、施設のホームページ
及び市民文化センターだよりに掲載し、市民への周知を図った。

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

千歳市民文化センターエレベータ更新　一式

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：千歳市民文化センターエレベーター
更新）整備事業

千歳市

千歳市民文化センター（千歳市北栄２丁目２番１１号）

　千歳市民文化センターの大ホールホワイエのエレベーターは、設置から３５年
を経過しており、交換部品の製造が平成２５年に打ち切られている。在庫のない
部品が故障した場合は、修理が不可能となり、エレベーターが停止した場合は、
ほかにスロープが設置されていないことから、足が不自由な利用者は大ホールに
入場することができなくなる。
　定期点検においても、全般的な劣化で性能維持が困難と報告されているため、
当該エレベーターを一般的なロープ式に更新することで、すべての利用者が安全
で快適に文化センターを利用できるよう施設環境の整備を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成30年度
まで

令和元年度
令和２年度
予定

令和３年度
予定

令和４年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

240,703,250 27,705,350 5,323,500 3,667,600 2,534,720 279,934,420

交付金 258,224,000 10,181,000 5,324,000 3,668,000 2,533,000 279,930,000

市町村費等 0

その他 0

運用益 4,244 175 53 36 25 4,533

計 258,228,244 10,181,175 5,324,053 3,668,036 2,533,025 279,934,533

240,703,250 27,705,350 5,323,500 3,667,600 2,534,833 279,934,533

17,524,994 819 1,372 1,808 0

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

防犯灯の新設・更新を５０町内会に対して助成

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（住民の生活の安全に関する事業：防犯灯整備事業）

千歳市

千歳市内

　現在、市内全域で約７，０００灯ある防犯灯は、老朽化による灯具破損や性能が低下
しているほか未設置の箇所があり、夜間における犯罪防止と通行の安全確保に支障をき
たしている状況であることから更新及び新設が必要となっている。
　このため、防犯灯を更新及び新設する町内会に対して助成を行い整備を促進し、地域
の安全に資する環境を整備する。

　本基金により町内会等からの要望に対して安定的かつ計画的に防犯灯の更新及び新設
することが可能となり、地域住民からは夜間通行における安全性が向上したなどの評価
が得られるなど、地域住民の安全安心な生活に資する環境の整備が図られている。
　なお、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることについて、町内会への配付資
料、防犯灯本体に表示及び市ホームページの掲載により地域住民に周知を図っている。

　本事業は当初、平成31年度（令和元年度）までを期限として遂行してきたが、最終年
度終了後も残置となる少数の旧式灯具の更新及び未設置個所への新規設置に関して地域
から要望があったことから、令和４年度までの３ヶ年を期限に事業期間を延長したもの
である。
　今後も、地域住民の要望を踏まえ、計画的に事業を実施する。

無

平成２７年度～令和４年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事業費

基金
造成額

基金処分額

基金残額


